
旧暦卯月号 ゆらね新聞 戊戌　五月十五日発行

 
ゆ
ら
ね
養
生
雑
記

 
 
自
然
に
添
っ

て
暮
ら
す
こ
と

　

発
行

　
　

推
拿
と
レ
イ
キ
　
ゆ
ら
ね

　
　

〒
6
1
2
・
0
0
7
3

　
　
京
都
市
伏
見
区
桃
山
筒
井
伊
賀
西
町

4
0

　
　
シ
コ
ー

ビ
ル
3
階
東

　
　

0
7
5
・
6
2
1
・
7
6
1
1

「熱しやすく、冷めやすい」「熱しにくく、冷めやすい」
「熱しやすく、冷めにくい」「熱しにくく、冷めにくい」

どれも一長一短のような（笑）皆さんはどのタイプでしょ？
それぞれ個性、好みもそれぞれ。ま、太極としてみたら、多様性があった方がよいような。。。

さてさて、初夏のはじまり。（ゆらね 三木哲哉）

　
　　ゆらねの主な予定

　　5/17（木）暦とカラダのお話会（京都市）
　　5/19（土）出張推拿＠マルシェノグチさん（京都二条）
　　5/19（土）サンドイッチ伯爵会（カード会）
　　5/26（土）レイキ交流会＠鞍馬山
　　5/28（月）酒×占＠おさけカフェpetit*petitさん（御幸町通）
　　6/02（土）暦とカラダのお話会（交野市）
　
　　興味のあるイベントがあったら、お氣軽にご参加ください
　　詳しくは http://www.yurane-seitai.com/
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　　　　出張推拿＆占い＠里の駅大原

　　　　日時：5月20日（日）9：00～15：00

　　　　とっても氣持ちのいい場所で
　　　　推拿（スイナ）と占いさせてもらってます。
　　　　美味しいお野菜もたっくさんありますよ。
　　　　ドライブがてらにぜひ～！
　　　　（大原朝市は6～9時です）
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　　【文・編集】　ゆらね推拿担当 三木哲哉

　　陰陽五行の自然観を学びながら、
　　整体や養生のことをお伝えしています。
　　出張施術・講座などお氣軽にお声掛けください。
　　tetsuya.miki@yurane-seitai.com

　　【新聞連載】　「ちいさないきもの」担当　mu-ran

　　中医学の考えをベースに日々楽しく暮らしています。
　　家スイナ、移動スイナ、夜スイナは現在育児休業中ですが、
　　臨機応変に対応致します。
 
　　tel 09096113230  mail　ikumi-n.13@ezweb.ne.jp
　　twitter　＠mimiosumaseva

　　　★　一物全体

　　先日、お茶農家さんのお宅で
　　新茶をいただく機会がありました（まぁ、贅沢な）

　　普段お目にかかるお茶の多くは
　　農家さんが一次加工された茶葉を
　　茶匠さんが火入れしたり
　　不順物を取り除いたり、茶葉を選定したりして
　　独自にブレンドし、味を整えたもの。

　　で、先日お茶農家さん宅で
　　飲ませていただいたものは「荒茶」と呼ばれるもので
　　葉も茎も全部一緒になったもの。

　　洗練されたものとはまた違った
　　自然本来の旨味や香りが感じられ
　　とっても美味しかったです。

　　新茶の葉は柔らかいので
　　淹れたあとは、ポン酢をかけて食べてます。
　　まさに一物全体！

　　高ぶる熱を緑茶に冷ましてもらいながら
　　燃える夏を健やかに過ごしたいと思ってます （三）


